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　臨床眼科 2023 年 11 月号（77 巻 12 号）をお届けいたします。今回の特集は，稲谷大先生ご企
画，柏井真理子先生ご監修の「意外と知らない小児の視力低下」です。今話題のスポットビジョ
ンスクリーナーから心因性視力障害や視神経炎，眼瞼下垂や先天白内障など，幅広い話題が満載
です。専門医志向の先生方からベテランの先生方まで幅広い層に役立つと思います。「小児は苦
手」と思われる読者の先生方，これを読んで是非とも明日からの臨床にお役立てください。
　「今月の話題」は，新しい抗 VEGF 抗体であるファリシマブについて，発売 1 年以上が経過し
た現時点での実態について，杏林大学の武内潤先生にわかりやすく解説いただいております。
AMD の患者さんにとって治療薬の選択肢が増えることは大変嬉しいことであり，我々はしっか
りと情報を収集して患者さんに伝えていかないといけません。各薬剤の特性をしっかり理解する
ことが大切だと思います。「Clinical Challenge」では，福井大学の後沢誠先生に裂孔原性網膜剝離
術後のタンポナーデや体位制限について興味深い症例を提示していただきました。是非ご一読く
ださい。
　コロナも明け，学会参加手段も現地参加者が増えてまいりました。海外学会への日本からの参
加者も増えております。英語での発表や英語論文の投稿は非常に大切ですが，若い先生方にいき
なり英語論文を執筆してもらうのも大変です。まずは日本語でしっかりと論理的な文章を書ける
ようになることが大切だと思います。若い先生方には，しっかりと論理的に構築された日本語論
文をたくさん書いて，できましたら「臨床眼科」に投稿していただきたいと思います。将来，皆
さんが英語論文を執筆するためのトレーニングにしてください。引き続き，「臨床眼科」をどうぞ
よろしくお願いいたします。 （堀　 裕一）
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